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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文の最大の価値は古くて新しいライフスタイル概念の、消費者行動研究あるいは実践分野での今日
の扱いの警鐘を鳴らしたことであろう。確かにライフスタイル概念は、1960年代の米国において社会階層
というセグメント軸の無力化に対して、新しいセグメント軸として彗星のように現れたものである。この
間当概念の理論的考察が殆ど行なわれなかったのも事実だろう。そして、その後の30数年にわたって、実
践的な面も含めて置き去りにされていたのかもしれない。ここであらためて本論文がライフスタイル概念
の理論的実践的意義について捉え概念モデルを拡大した意味は大きい。
本論文では、ライフスタイル概念について、あらためてその誕生の背景や社会学的視理学的内実を精査
し、消費者行動研究における概念的な考察や方法を示唆している。本論文が主張するところは、社会的価
値、個人的価値そして規範概念が相互作用的に形成されるのであり、消費者が社会的価値を一方的に受け
入れるのでもなく個人的価値も個性化した消費者が形成するのでもない、つまり相互作用的に形成される
のであるとする主張が、単なるセグメント軸として受け入れがちな今日に警鐘を鳴らしているところが意
味深い。ここで本論文に苦言を呈するならば複合的なライフスタイル・モデルの実証としてはユナイテッ
ド・アローズ社も阪急メンズ館の分析も不十分である。
いずれにしても、近年に至ってある意味では忘れられていたライフスタイル概念を正面からとりあげ、
その本質的意味を含んだモデルを提示し、余り消費者行動研究では取り上げられない規範概念を取り入れ
たことは評価に値する。本審査会は以上の事柄を踏まえて、本論文が学位請求論文にふさわしいものと判
断した。
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